
　 係　　長 監督員 係長 監督員

1 既設構造物の補強、撤去等の特殊な工事 0 0

2 既設設備の大規模な移設・切廻し・盛替え等を伴う工事 0 0

3 工種及び工法の特殊性 0 0

4 新工法（機器類を含む。）及び新材料を適用した工事 0 0

5 湧水の発生、地下水への影響（地盤掘削時） 0 0

6 軟弱地盤、支持地盤の状況 0 0

7 工事用道路・作業スペース等の制約 0 0

8 雨・雪・風・気温等の影響 0 0

9 地中埋設物等の地中内の作業障害物 0 0

10 工事の影響に配慮すべき鉄道営業線・供用中の道路・架空線・ 0 0

建築物等の近接物

11 周辺住民等に対する騒音･振動等の配慮 0 0

12 周辺水域環境に対する水質汚濁の配慮 0 0

13 生活道路を利用しての資機材搬入等の工事用道路の制約 0 0

14 現道上で、特に交通規制及びその処理が伴う作業 0 0

15 騒音･振動・水質汚濁以外の環境対策及び廃棄物処理等 0 0

16 災害等での臨機の処置 0 0

17 施工状況（条件）の変化に対応した施工・工法等の自発的提案と対応等 0 0

18 監督員（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 0 0

係　長（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

係長 監督員

計 計

0 0・1項目1点を目安とする。ただし、内容によっては2点とすることができる。

工事成績評定項目別評定表（創意工夫と熱意）

・「技術力の発揮」の評定点計は、最大2点とする。

・「基本的な技術力と成果の評価」で評価されなかった請負者の優れた技術力等を評価する。

第３号様式（第６条関係）

評定点（点）

その他

施工現場での

左記チェック項目の具体的事由等

係長

工事成績評定項目別評定表（技術力の発揮）

監督員

［記入方法］　該当する項目の□にレマーク（又は１）を記入し、その具体的事由等を右欄に記入する。

技術力の発揮キーワード

　なお、「創意工夫と熱意」との二重評価は行わない。

対応

第４号様式（第６条関係）

構造物固有
の難しさへの
対応

技術固有の
難しさへの対
応

厳しい自然条
件、地盤条件
への対応

厳しい周辺環
境等社会条
件への対応



係　　長 監督員 係長 監督員

0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

6 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 0 0

12 工程管理（作業工区、関連工事との調整等）を適切に行うための工夫 0 0

13 0 0

14 0 0

15 0 0

16 0 0

17 0 0

18 0 0

19 0 0

20 0 0

21 0 0

22 0 0

23 0 0

24 0 0

25 0 0

26 0 0

27 0 0

28 0 0

29 0 0

・「基本的な技術力と成果の評価」で評価されなかった請負者の優れた技術力等を評価する。なお、「技術力の発揮」との二重評価は行わない。 係長 監督員

計 計
0 0

係　長（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・1項目1点を目安とする。ただし、内容によっては2点とすることができる。

・「創意工夫と熱意」の評定点計は、最大2点とする。

その他 監督員（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

対象施設を利用しながらの工事での仮設計画・安全管理等

独自の管理基準を設定する等、品質向上に関する工夫

施工計画に関する工夫

施工に伴う器具・工具・装置類の工夫又は設備据付後の試運転調整の工夫

支保工、型枠工、足場工、仮桟橋、覆工板、山留め等の仮設工関係の工夫

配線、配管及び機器の配置、設置方法等

施工管理

仮排水、仮道路及び迂回路等の施工計画の工夫

運搬車両・施工機械等

照明・視界確保等

建設副産物・廃棄物の削減やリサイクルに対する積極的な取組み

安全仮設備の工夫（安全通路、落下物、墜落・転落、挟まれ、立入禁止柵等）

供用中の道路等の事故防止及び一般交通確保のための工夫

作業員の健康、安全確保（酸欠対策、有毒ガス・可燃ガスの処理・危険物の保管等）

提出書類の整理方法等

設計図書に定められた以外の工法で、環境保全及び工期短縮等に有効な
工法の提案等

創意工夫と熱意キーワード 評定点（点）左記チェック項目の具体的事由等

対外調整

配置技術
者

不正軽油撲滅に対する取組み等

ゴミの減量化、アイドリングストップの励行等の地球環境への配慮

地域住民その他関係者への対応（広報・苦情処理等）

現場作業員の技術向上に関する研修・講習会等の積極的な開催

安全衛
生管理

工程管理

品質記録方法の工夫

品質管
理

躯体工事の品質管理の工夫

材料又は施工の検査、試験に関する工夫

現場事務所、作業員休憩所等の施設及び設備等の工夫

安全教育、ミーティング及び安全パトロール等

施工体
制全般

係長監督員

［記入方法］　該当する項目の□にレマーク（又は１）を記入し、その具体的事由等を右欄に記入する。

1

出来ばえ 品質及び出来形管理等に関する計測・管理図等の工夫

CAD・施工管理ソフト等の活用

工事記録写真の撮影方法・編集方法

第５号様式（第６条関係）

工事成績評定項目別評定表（社会的貢献）



係長 監督員 　 係　　長 監督員 係長 監督員

1 河川等の環境保全を具体的に実施した。 0 0

2 現場事務所や作業現場の環境を周辺地域との景観にあわせる等、 0 0

積極的に周辺地域との調和を図った。

3 定期的に広報活動や現場見学会等を実施して、積極的に地域との 0 0

コミュニケーションを図った。

4 地域生活に密着したゴミ拾い、道路清掃等のボランティア活動等へ 0 0

積極的に参加し、地域に貢献した。

5 災害時等に地域への援助活動に積極的に協力した。 0 0

6 「東京都魅力ある建設事業推進協議会」（CCI東京）の理念に基づき 0 0

建設事業のイメージアップに関る事業を計画・実施した。

7 工事内容や規模に応じた貢献が認められた。 0 0

8 その他 0 0

　

係長 監督員

計 計
0 0

監督員（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

係　長（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

評定点（点）

［記入方法］　該当する項目の□にレマーク（又は１）を記入し、その具体的事由等を右欄に記入する。

社会的貢献キーワード 左記チェック項目の具体的事由等

　なお、「創意工夫と熱意」との二重評価は行わない。

・1項目1点を目安とする。

・「社会的貢献」の評定点計は、最大1点とする。

・「基本的な技術力と成果の評価」で評価されなかった請負者の優れた技術力等を評価する。


	3・4・5号（係長、監督員）

